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学習指導の実際 

(1) 題材名 電子ブロック（MESH）を使って喬木村の農家の方が抱えている問題を解決しよう（17.5時間） 

 

(2) 題材の目標 

生活や技術への 

関心・意欲・態度 

生活を 

工夫し創造する能力 
生活の技能 

生活や技術についての 

知識・理解 

ア自分なりの考え方や捉え方
によって，解決策を構想しよ
うしている。 

イ自らの問題解決とその過程
を振り返り，よりよいものと
なるように改善・修正しよう
としている。 

ウ持続可能な社会の構築に向
けて，技術を工夫し創造して
いこうとしている。 

ア情報の技術の見方・考え
方を働かせて，問題を見
いだして課題を設定し解
決することができる。 

イ条件や目的を考えて，使
用するセンサを決定した
り，最適化を図ったアル
ゴリズムを考えたりする
ことができる。 

適切なプログラ
ムの制作，動作の
確認及びデバッ
クができる。 

ア計測・制御システムの目
的やその仕組みについ
て理解している。 

イ情報に関する技術と生
活や社会，環境との関わ
りについて理解してい
る。 

 

(3) 学習の展開 

学習問題 学習活動 指導・評価（◎） 時間 

センサを取り付

けて，環境面，安

全面，便利さ等の

観点から，自動

化・効率化できる

スマートアイテ

ムを考えよう。 

・AI（Googleアシスタント）を試してみ

たり，自動ブレーキや，掃除ロボの動画

を比較したりする。 
・MESH で様々なプログラムを作成し，
基本的な操作方法を習得し，プログ
ラムの仕組みを理解する。 

・身の回りの「モノ」に着目し「自動
化・効率化」が図れるアイディアを個
人で検討する。 

・気付いた見方・考え方を働かせて，

システム化することの価値に気付く

ことができる。 

・社会にある計測・制御システムを
比較し，情報の技術の見方・考え
方に気付かせる。 

◎計測・制御システムの目的やその
仕組みを理解する。 
知・理アイ 
◎適切なプログラムの制作，動作の
確認及びデバックができる。技能 

４ 

喬木村の農家の方

を助ける鳥獣害対

策システムを考え

よう。 

 

・喬木村が抱えている問題を知り，計

測・制御のプログラミングを使い解

決できそうな問題から課題を設定す

る。 

・鳥獣害対策を題材とし，システムの

構成(プログラム，構造，電源)や内容

を構想し，設計する。 

・農家の方の要求，環境への影響，安

全面の配慮（人体への影響，迷惑等），

便利さの観点から，見方・考え方を働

かせて，条件を整理しながらプログ

ラムを制作する。 

・意見交換や農家の方の意見を基に改

善のための着眼点を整理し，参考と

なるプログラムを選んだり，組み合

わせ方を工夫したりしながらプログ

ラムを改善し，最適化する。 

・条件を考えながら構造・電源を最適

化する。 

・計測・制御システムのモデルを製作

し， 

評価を行う。 

・電子ブロックを使い，情報の技術

の見方・考え方を働かせて問題を

見いだして課題を設定し解決させ

る。 

◎自分なりの考え方や捉え方によ

って，解決策を構想しようしてい

る。関・意・態ア 

◎条件や目的を考えて，使用するセ

ンサを決定したり，最適化を図った

アルゴリズムを考えたりすること

ができる。 

工・創アイ 

◎適切なプログラムの制作，動作の

確認及びデバックができる。技能 

◎自らの問題解決とその過程を振り

返り，よりよいものとなるように改

善・修正しようとしている。 

関・意・態イ 

10 

本時 
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制作を振り返り，情

報の技術とこれから

の未来について考

えよう。 

・ソサエティ 5.0 の動画を視聴し，情報の

技術によって様々な可能性や危険性が

あることを知る。 

・AI がつくことで，より便利になりそうなも

のについて考え，意見交換を行い，これ

からの社会に対して展望をもつ。 

・３年間の学習を振り返り，技術分野で身

に付けた資質・能力についてまとめる。 

・学習を振り返り，持続可能な社会の

実現に向け，情報の技術と社会のつ

ながりを考えさせる。 

◎より持続可能な社会の構築に向け

て，情報の技術を工夫し創造してい

こうとする。関・意・態ウ 

3.5 

 

(4) 本時の学習指導案 

① 本時の位置（全 17.5時間中第８時） 

  【前時】計測・制御システムのプログラムの部分についてチーム間で意見交換を行い，よりよいプログラム

にするための着眼点に気付いた。 

  【次時】計測・制御システムのハードウェアの部分について検討を行う。 

② 主眼 

他チームや農家の方からの意見を受け，よりよいプログラムにするための改善策を考えた生徒が，参考

となるプログラムを選択し，組み合わせたり，応用したりしてプログラムを考え，チームで話し合い具体

化することを通して，農家の方の意見にこたえられるプログラムを考えることができる。 

③ 展開

展

開 
学習活動 予想される生徒の反応 指導・評価（◎） 

時

間 

 

 

 

 

課

題

把

握 

 

 

 

 

１ 改善・修

正方法を検

討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・害獣が学習してしまうと言われたので，

光と音を組み合わせたらよいのではな

いか。 

・LED だけでなく，音も付け足して撃退

方法を増やせばいいな。 

・参考プログラムを組み合わせて２つの

センサが同時に反応すればよいのでは

ないか。 

●今までのプログラムに付け足したり組

み合わせたりすればできそうだ。 

 

 

 

・前時に考えた改善・修正方法を発表

する場を設ける。 

 

・具体的にプログラミングをどのよう

にするとよいか問いかける。 

 

 

 

・●のような発言を受け学習課題を設

定する。 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追 

 

究 

 

 

 

２ 改善・修

正方法を考

える。 

 

３ チームで

改善・修正

方法を検討

し，試して

みる。 

 

・鳥が学習しないように音をランダムに

鳴らせるように，スイッチタグの中にラ

ンダムが選択できるようになっている

からこのタグを追加してみよう。 

・音だけではなく，光も組み合わせるため

に，LED ブロックをつけたそう。 

・昼と夜によって動くものを切り替えら

れるようにタイマータグを組み合わせ

てみよう。 

 

・活動の流れを確認し，秒数や音の種

類にこだわらないことを伝える。 

・チームで取り組む前に個でプログラ

ムを考える時間を設ける。 

・個で考えたプログラムを基に，チー

ムでプログラムを改善する時間を設

ける。 

・参考プログラムを提案したり，似た

ような課題やプログラムをもつチー

ムを紹介したりする。 

８ 

 

 

 

17 

 

 

 

 

 

学習問題：農家の方からの要望を取り入れて，プログラムを改善しよう。 

 

学習課題：プログラムを付け足したり，組み合わせ方を工夫したりして，プログラムを改善

しよう。 
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実 

 

践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 改善点を

全体で共有

する。 

 

◇予想される生徒のつまずき 

・ランダムタグの使い方がわからない。 

 

・指定時間に動くタイマータグを入れた

ことで，プログラムが１度しか動かなく

なる。 

・スイッチでプログラムの ON／OFF を

行いたいが，ON／OFF のスイッチの押

し方が異なってしまう。 

 

 

・夜中は音がなると人の迷惑になるので，

時間帯によってタイマーが作動しない

ようにした。 

・ボタンによってシステムの ON，OFF が

できるというチームの考えを自分たち

のシステムにも取り入れたい。 

 

 

 

 

→順番に切り替えるからランダムへの

操作方法を確認する。 

→タイマータグの前に一定間隔で繰り

返すタイマータグをいれる。 

 

→順番で切り返すスイッチタグを重ね

ることで，同一動作で ON／OFF を

行えるようにする。 

・学習カードの改善できたプログラム

を記入するよう促す。 

・本時の活動でどのような変化があっ

たのか全体で共有する場を設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

７ 

 

 

 

整

理 

・ 

発

展 

５ 振り返り ・害獣が学習しないようなプログラムを

改善したかったが，撃退方法を組み合わ

せたり，撃退方法にパターンをつくった

りすることで改善することができた。 

・次時は畑に設置することをイメージし

て構造を決めていきたい。 

・本時の振り返りを記入する。 

・振り返りを全体で共有する場を設け

る。 

・タブレットを使って，自己評価・相互

評価を行う時間を設ける。 

 

７ 

 

 

３ 

 

 

 

◎改善策のプログラムを考えるこ

とができる。(学習カード)  

→個別指導の中で思いつかないチ

ームにはセンサとプログラムの

動きを確認したり，参考プログラ

ムを具体的に提示したりする。 
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農家の方を助ける鳥獣害対策システム開発① 

３年   組   番  氏名          

システムは３つの部分からできる 

 

 

①なにをどのように撃退するかイメージ図を書こう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムの評価 

 農家の方の要求・願い 環境面 安全性 便利さ 

優先していること 

（〇〇することが

できる等） 

鳥獣を撃退するこ

とができる 

 

   

我慢しなければならないこと 

（▲▲という問題がある、■

■しなければならない等） 

 

 

 

   

 

MESH のアイコンをどのようにつなげるか（プログラムのイメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②アイディアを実現するための 

◇センサ 

(何センサを使うか、どのように感知するか) 

→ 

 

 

◇プログラム（〇〇の時、◇◇する） 

→ 

参考にしたMESHプログラム 

A  F  

B  G  

C  H  

D  I  

E  J  

〇をつけよう 
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農家の方を助ける鳥獣害対策システム開発② 

３年    組   番   氏名           

学習問題 

プログラムをより良くするにはどうしたらよいだろうか？ 

 

学習課題 

 

 

 

Memo 

アドバイスをくれた人 

参考になったチーム 
良くなる面 どのようにすれば・どんなプログラムを参考にするか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

          の意見 → 

    

 

 

 

 

 

 

 

   

振り返り（今日したこと、やったこと、 

わかったこと、きづいたこと、課題等） 

 

 

 

 

 

 

参考にできそうな MESHプログラム 

A  F  

B  G  

C  H  

D  I  

E  J  

〇をつけよう 
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農家の方を助ける鳥獣害対策システム開発③ 

３年    組   番   氏名           

学習問題 

農家の方からの要望を取り入れて、プログラムを改善しよう 

 

◇農家の方からの要望  

①害獣に学習されないようにしてほしい（社会からの要求） 

②夜などは音がならないなど環境に配慮してほしい（環境面） 

③人に害がないように安全面に配慮してほしい（安全面） 

→要望の観点で自分たちのプログラムを見返すとさらに改善できるポイントが見つかる？？ 

 

学習課題 

  

 

 

要望 プログラムの具体 
参考になる 

プログラム 

例 夜には音が

ならないように

する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明るさセンサを取り入れて、暗い時には音がならないようにす

る 

 

 

振り返り【今日の授業でやったこと・気付いたこと・わかったこと・新たな課題等】 
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農家の方を助ける鳥獣害対策システム開発④ 

３年  組   番  氏名         

学習問題 

農家の方の要望を取り入れて、プログラムを改善しよう 

改善する観点 プログラムの具体 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題 

 

 

どういうプログラムにするか MESH の図を記入してみよう 

◇個人で考えたプログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇チームで考えたプログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り【今日の授業でやったこと・気付いたこと・わかったこと・新たな課題等】 
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